安全上のご注意 ( 必ずお守りください) 
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工事をされる方へ 

■本書をよくお読みのラえ、正しくま全に設置してください。特に r まを上のごを意」は、 
設置前に必ずお読み<ださい。正しく設置されなかった場合などの製品の故障および事故 
について当社は、その責任を負えない場合ちございまずので、あらかじめご了承ください。 
■ 電源配線工事には、電気工事±の資格び必要です。 

■既設の配線を使用する場合は、 r 工事について」を必ずお読み<ださい。 

■ 別売の機器を増設する場合は、 r 配線系統図」を確認してください。 

■ 電源プラグキャップおよび包装材料は、商品を取り出したあと適切に処理をしてください。 
■ 工事終了後は、必ず本書をお客様にお渡し<ださい。 

■本書では、カメラ玄関子機を「ドアホン」、モニター親機を r ドアホン親機」とま記しています。 


ま全上のご注意 


必ずお守りください 


人へのを害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。 


I 誤った使し巧をしたときに生じるを害や損害の 
程度を区分して、説明していまず。 


A 警告 


「死 t や重傷を負ラおそれび 
ある内容」でず。 


■ お守りいただく内容を次の 
図記号で説明していまず。 

(次は図記号の例でず） 


卜 、- A 「軽傷を負ラことや、財産の 
3胃損害び発生ずるおそれびある 
内容」でず。 


A 警告 



0 

してはいけない 
内容でず。 


〇 

実行しなければ 
ならない内容でず。 

\ 


■分解-修理-改造しない 

乂巧'感電の原因になりまず。 


IAC 100 V の電源直結工事は資格を 
持つをび行ラ 




〇 


感電の原因になりまず。 


分解禁止 

•修理は販売店へご相談 < ださい。 

■雷のとさは配線工事をしない 


0 

禁止 


•電源配線工事には電気工事±の資格び 
必、要でず。販売店へご相談ください。 

■電源 ( AC 1 00 V )を入れたまま配線 
て事をしない 


乂巧'感電の原因になりまず。 


0 

禁止 


感電の原因になりまず。 


■コンセントや配線器具の定格を超える■チャイム線など既設の配線を利用ずる 
使いかたや、 AC 100 VLU 外での使用 場合は、 AC 100 V び通電されていな 

はしない いことを確認ずる 


0 

禁止 


たこ足配線などで定格を超えると、 
発熱による义巧の原因にな0まず。 


〇 


そのまま使用ずると、感電の 
原因にな0まず。 


参販売店へご相談 < ださし、。 


■ 指定 LU がの端テに電源 ( AC 100 V )を ■ ドアホン親機は水や薬品のかかる 

接続しない 場所、湿気やほこりのをいところに 

設置しない 


0 

禁止 


シヨートして火災 ■ 感電の原因に 
なります。 


0 

禁止 


乂災'感電の原因になりまず。 
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A ま意 


■屋外配線ずる場合は、雷サージ保護の 
ため、避雷器を取り付けるか、保護管 
を使用して埋設配線ずる 

〇 感電の原因になることびあり 
まず。 

■±中埋設配線ずる場合は、±中での 
接続はしない 

0 絶縁劣化により、感電の原因に 
なることびありまず。 

禁止 


■±中埋設配線ずる場合は、保護管を 
使用ずる 

〇 使用しないと、感電の原因に 
なることびあります。 

■落下しないよラにしっかりと取り付ける 

〇 落下により、破損やけびの原因に 
なることびあります。 

參石こうボード、 ALC 唯量気泡コンク1」一り、 
コンクリートブロック、厚さ下の 
ベニヤ板など、強度の弱い壁は避け、指定の 
ち法で取り付けてください。 


付属品の確認 

ご確認のラえ、不備な点びございましたら、お買い上げの販売店へお申し付け<ださい。 


回 I - 

all ドアホン用 


□壁掛け用木ねじに個） 

(3.8 mm X 20 mm) 


t— 1 口 

i 1 

! ドアホン親機用 

"1 □ @ □ 

1 



□壁掛け金具 （1 個) 




□壁掛け用ルねじに個) 

(4 mm X 2 已 mm) 


□壁掛け用木ねじに個) 

(4 mm X 1 曰 mm) 



□壁掛け用ルねじに個） 中 

(4 mm X 2 已 mm) 巧 


• ドアホンの包装袋に添付しています。 



• ドアホン親機の背面にあります。 



設置上のお願い 


設置場所について 


こんなところには設置しない) （故障や動作障害などの原因になります) 


♦振動、衝撃のあるところ 参反響のをいところ 


♦硫化水素、アンモニア、硫黄、ほこり、参テレビ、ラジオ、パソコンなどの 0 A 機器、エアコン、 
ち毒ガスなどの発生するところ 給湯器 U モコン(インターホン機能付を)、ホーム 

セキュ U ティ関連装置の近く 


ドアホンの設置について 


参を光になる場所への設置は避けてくださしん 

(来訪者の顔び0音く映0、識別しにくくなります) 
•下図のよラに反響のをい場所では、「ピ ー 」といラ 
音 ( A ウ U ングは哩じることがあります。 



• ドアホンの防水性は下記のとおりです。 

IPX 3* 

(IBJIS C 0920イ呆護等級3「防雨構造」） 

》銘直から両側に已〇度までの角度で噴霧した 
水によってち有害な霞響を及ぼさないレベル 
参背面に水などが直接かか5ないよ5にしてください。 


〈逆光になる場所〉 



ドアホン親機の設置について 


参本体の上下左ちに20 cm じ(上の空間をとってください。また、壁を深く くぼませたスペースへの 
設置はできるだけ避けてください。居写動作や通話の途切れ防止） 

♦本体を埋め込まないで<ださい。 

• ドアホンから已 mi •ソ上離してください。 

♦ワイヤレス連動型用移報接点アダプタ rSH 3290」で、义が警報器を接続するとさ 
吟移報接点アダプタと火が警報器か5、それぞれ1 mL ソ上離してください。 

(近接すると、移報接点アダプタと火災警報器間の電波到達距離が短<なる場合があ0ます） 
•その他 

•本機は、 1.9 GHz (ギガへルツ)の周波数帯の電波を利用しています。電波についてのごま意 
など、取扱説明書11、12ぺージちよくお読みください。 

• 強電界地域では、映像や音声にノイズなどが入ることがあります。 





































































































































































設置上のお願い(っヴき) 


工事について 


参電源について：必ず遮断装置を介したなのいずれかの方法で接続する。 

(1) 電源コンセントの近くに設置し、遮断装置履源プラグ)に容易に手び届くこと。 

(2) 3 mm しツ上の接点距離を有する分電盤のブレーカーに接続する。 

ブレーカーは保護アース導体を除く主電源のずべての極び遮断でをるわのを使用ずること。 
•既存または新設のドアホン配線などを接続する場合は、接続工事の前に、必ず大地アースと 
配線との絶縁抵抗、配線2線間の絶縁抵抗、および配線の線路巧抗値(直流ループ抵抗)を 
測定のラえ、下記の抵抗値と照合し、異常のないことを確認してから接続工事を行ラ。 


絶縁抵抗値 

DC 已〇日 V にて1 MQ 攻上 

線路抵抗値 

直流抵巧計にてループ抵巧 ion 内(配線距離100 mL ソ内で） 


参本機は電気設備技術基準による施工を行5。 

-使用する埋込みボックスに、堅牢な隔壁(電源線とその他の信号配線材の間)を設ける。 

-金属ボックスを使用する場合は D 種接 i 也を行ラ。 

-配線巧は AC 日00 V し U 上の絶縁電線を使用する。 

• ノイズ障害び考えられる場合は、金属配管の中に接続線を通して工事を行ラ。 

(金属管はおず大地アースをすること） 

• AC 100 V し U 上の電力線(電灯線)とは1 m し U 上離して配線工事するか、別々の金属管に 
よる配管工事を行5。 

• ドアホン親機の信号線接続端子は、速結端子になっているためし U 下のち法での結線を行ラ。 
(接続でをる線種などについては11®= r 線種と配線距離について」） 


<ドアホン親機背面> 



配線材を挿入する場合 

•配線なの被ふくを約9 mm むく。 

-ドライバーの先などでボタンを押しなびら 
配線なを確実に端子に挿入する。 

配線材を巧<場合 

-ドライバーの先などでボタンを押しなびら 
配線巧を引を抜く。 


•誤配線、ショートなどびないことを確認後、ドアホン親機の電源を入れる。 


既設(チャイム/ベル/ブザー/テレビドアホン/音芦ドアホン)の配線を使用して本機を取り付けるとを 


•既設の配線に電源 ( AC 100 V 、24 V など)が接続されている可能性があるため、おず電気工事±の 
資格を持つ方が工事をしてください。（誤つて接続ずると故障の原因になります） 

•工事の際は、まず既設配線の電源を切り、配線材の線種と配線距離を確認してか日配線してください。 
•本書の r 線種と配線距離について」の内容に合わない場合、正常に動作しないことびあります。 
•線種び01.日 mm のとをは、配線がを取り替える 

• 線種び「より線」のときは、指定の方法で接続ずる（豚裏面「曰ドアホン親機を取り付ける」の手順 3) 
• ドアホン親機とドアホン間に不要な配線材びあるときは、取り除くか新たに配線してください。 
また、下記のよラに配線材を分岐したり、極端にばらしたりしないでください。正常に動作 
しないことびあります。 
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線種と酉骑規 i 目離につし>て （下表の記載し U 外で使用すると、動作不良の原因になります） 


配線区間 

線種 

配線距離 

ドアホン親機〜ドアホン 

インターホン巧平行2線式ケーブル 
単芯線 ( mm ) : 0日.目己〜 00.8 

100 mli (内 

ドアホン親機〜 A 接点出力端子に 
接続可能な機器 

ドアホン親機接続端テの許容線種 
単お線 ( mm ) : 0日.目己〜¢0.8 

接続ずる機器の 
仕様に従ラ 

ドアホン親機〜外部入力端子に 
接続可能な機器 

己日 m じ(内 


配線系統図 

この配線系統図および「線種と配線距離について」に従って正しく配線してくださし、。 

•接続できる機器について 

品番などの詳細は、取扱説明書82、83ページをお読み< ださい。 


ドアホン親機 


ドアホン 



A 接点出力端子に接続可能な機器*1 


• 光なナヤイム 
• □ディヴイン 
• 回転灯 


外部入力端子に接続可能な機器 



玄関 「1 
子機 L 2 
A 接点 「3 
出力し4 
外部 「5 
入力し6 


電源コード^ 


撫掘ま） 
撫翻ま） 
(無掘‘生） 


Q 

□o 

n 

□o 

n 

Gfl 

n 

□o 

n 

□o 

n 



- ' 


• A %* 報器 

〈連動型/単独型(移報接点付を)〉 


(詳細は应=下記) 
• 地震警報器 
• コール機器 


^3=れか^ 

如類のあ^ 



■ 义災警報器を接続するとさ（义災警報器のタイプによって接続方法び異なります) 


連動型の場合：移報接点アダフタび必要です 


連動型 


最大 14 台まで 


(モ器）襯器） 


移報接点アダプタ S 
SH 2890 


ホ 


青 


白 


白 


青 


0 


征〇 




I 已列部 
I 6入力 


• ドアホン親機に直接、連動型の火災警報器を接続しないでください。（故障の原因) 
•移報接点アダプタとの配線時は、線の色を間違えないでください。（故障の原因） 


単独型(移報接点付さ)の場合 


単独型 


並列接続で 

最大 15 台まで 
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-[ 
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已列部 
6入力 


• 単独型を複数台接続ずる場合ち、が部入力端子への入線は、1端テあたり1本に 
してください。 


参下記の定格に適応した機器を接続してください。並列接続はでをません。 

(故障の原因になりまず） 

• 定格負荷： AC、DC 24 V / 0.3 A が下 • 最ル適用負荷： DC 已 V /1 mA 

• A 接点出力は、ドアホンからの呼び出しに応答すると rOFF 」、 応答しないと 
約30秒間の N 」 になります。 

(動作の詳細は、接続機器の説明書をご覧ください） 

《2下記の定格に適応した機器を接続して<ださい。 

• 入力ち式：無電圧メイク接点 • 端子間開放電圧 ： DC 7 V し U 下 

•検出確定時間： 0. 1砂し U 上 • 接点巧抗値：メイク時500 0し U 下 

• 端子間短絡電流：已 mA し U 下 ブレイク時1已 kO し U 上 

《3 ワイヤレス連動型の移報接点アダプタ rSH 3290」を接続ずることちできまず。 

• ドアホン親機とに H 3290」間は有線接続です。 

•「 SH 3290」 と、ワイヤレス連動型の火災警報器間は無線で連動します。 

詳細は、 「 SH 3290」の説明書をお読みください。 

































































































































































田ドアホンの取り付け位置を巧める 


曰ドアホンを取り付ける 


取り付け位置(高さ）とカメラに映る箭囲 


下図の撮像範囲は、カメラか5約已日日 mm 離れた場ちのちのです。 


カメラ角度ぴ（正面)のとき〈お買い上げ時〉）" • 

標準位置(本体中むまでの高さび約14已日 mm ) に設置する場合 



【上か6見た場合】 


(映る範囲） 

約白目日、 

* \ 約87。/ 

約已00 


下図のよ5に、標準位置よ0ほい位置や、ちまたはちに離れた位置に設置する場合には、カメラ 
角度調節レバーで、映る範囲を調節できます。（岐「目ドアホンを取り付ける」の手順 3) 


( カメラ角度1已。（上向き)のとき) 

本体中むまでの高さび約]]日日 mm に 
設置する場合 



( カメラち度1已。（左ち)のとき* ) 

正面よ0左またはちに離れた位置に 
設置する場を(例：左向を1已°) 


(映る範囲) 



エントランスポール、サインポスト、カメラち度調節台への取り付けについて 


取り付ける場所や位置に応じて下記の機器をご利用ください。 

• エントランスポールやサインポスト：パナソニック（株)製 （2012年2月現在) 


エントランス 
ポール 
(機能門せ） 

アーキフレーム ( A 〜 D 、 F 、 G タイプ)、アーキッシュポール、 

ECSS (エックス)ユー□ポール 、 ECSS (エックス)ポール、 

M 日日 D (ムッド)ポール、アルモナ、エントランスポール(目型、10型） 

サインポスト 
煙 R 便ポスト） 

GS 型、 SS 型、 SP 型 


• カメラち度調節台：当社製 （201 2年2月現在) 


ドアホンの取付角度を変えることび 
でをます。詳しくは、カメラ角度 
調節台の説明書をお読み< ださい。 


<エントランスポールやサインポストに取り付けるとき> 

• エントランスポールやヴインポストの説明書に従い、正しく取り付けてください。 

• ヴインポストへの取0付けの場合 

吟堂光巧回路 ( AC 100 V )とは別のケーフルを使用し、新しく配線してください。 
吟カメラ角度調節台(別売品)は、使用でをません。 


品番 

備考 

VL -1301 A 

縦巧 

補正角度：上下ち向日‘ 

VL -1302 A 

横用 

補正角度：左ちち向30° 


尸 
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露出ケースをがす 

• I ねじカバーを 
上げる 



ねじをゆるめる 


©ドラィバー 


水抜を巧 



2露出ケースを壁面に確実に取り付ける 

■ スイッチボックスの場合 ■ 壁の場合 


露出ケース 


垂直で平らな壁 


露出ケース 



-垂直で 
平5な壁 

'スイッチ 

ボックス'*2 


配線ネオ 


水抜を巧をふさびなし、 ） 
付属のルねじ （4 mm X 2已 mm ) 
〈既設の配線を使用する場合〉 



83.5 mm 


配線ネオ*1(露出配線のとを） 
付属の木ねじ （3.8 mm x 20 mm ) 


壁の中か5出ている配線材が「3本線またはそれ iU 上」「直径1 .6 mmW 上の単線」「断面 
積1 mmW 上のより線 J のときは、電源線 ( AC 1 00 V など)①可能性げあります。 
工事は販売店にご相談ください。（電気工事±の資格げないと、電源工事はでをません) 


《2 J に1個用スイッチボックス(カバー付を） 

• カバーなしには取り付けられません。 

•底面に巧(ス1」ット）びない場合は、水抜をのための巧を開けてください。 

3カメラレンズの角度を調節する 

背面 



^角度調節レバー 


左向を方问 
(最大1己‘） 




ち向を方 "iqj 
(最大1己つ 


上向を方向（最大1已° ) 


最大1已°の範囲内で、 
自由な角度に調節 
でをます。 


調 

頁 P 

例 

正面向を 

上向を 

ち向さ 

ち上向を 


膠 


励 


4 


♦ r 左向を」、 r 左上向を」にち調節でさます。 

♦ r 左上向さ」または r ち上向を」に設定すると、画像びひずむことびあります。 

配線材を接続し、本体を取り付け、固定する 

0ねじを締める* 3 


〇ねじをゆるめ、 
配線材を差し 
&む 



本体一 



背面 


-露出ケース 


ねじを締めるの 
-0 ねじカバーを閉める 


《3電動ドライバーなどを使ラ場合は、ねじの破損防止のため、締め付けトルクを 
0.7 N • m (7 kgf • cm ルソ下に設定してか5固定してください。 


回ドアホン親機の取り付け位置を決める 


本体と壁掛け金具の取り付け位置 


参本体は、よくご利用になる方の目の高さに画面の中むがくるよラ取り付けてください。 

，ドアホン親機 




(例）床から約1巳00 mm の高さに画面の中む 
びくるように取り付けるとき 


スイッチ 
ボックスの中 >巳、- 


約1420 


(単位； mm ) 


約1已〇〇 


• 本体の取り付け位置が決ま つたら、 

壁掛け金具はち図の位置に取り付けてください。 


本体の 

取0付け位置 































































































































































































凸ドアホン親機を取り付ける 

か -.. . ^ 


付属の壁掛け金具を壁面に確実に取り付ける 


■スイッチボックスの場合 

壁掛け金具 


■壁の場合 

壁掛け金具 


(単位： mm ) 
垂直で平らな壁 



配線ネオ'=^1 


付属の小ねじ 

(4 mm X 25 mm ) 

〈既設の配線を使用する場合〉 


——ドアホンへ 

一 垂直で 
平らな壁 


スイッチ 
ボックス※2 



壁の中か 5 出ている配線材が巧本線またはそれ W 上」 r 直径 1 .白 mmL ソ上の単線」 r 断面積 
1 mml ソ上のより線」のとをは、電源線 ( AC 1 00 V など)の可能’性があります。 

工事は販売店にご相談ください。（電気工事±の資格がないと、電源工事はでさません) 


《2 JIS 1 個用スイッチボックス(カバー付さ） 

• カバーなしには取り付けられません。 

• 電源線とその他の信号配線巧などびミ居在ずる場合は、絶縁セパレーターを取 D 付けてください。 
《3 スイッチボックスを使用せずに壁の中か 5 配線する場合に、壁巧をあけてください。 


パネル壁(石こラボード)①場合 

壁に下図のよラに巧をあけ、脱落を防止 
するため、ち記のはさみ金具を使って 
取り付けてください。 


〇はさみ金具を壁面の裏側に入れる 

(単位： mm ) 


〜100 


はさみ金具 J ':ナソニック（株）製 


品番 

対象壁 

WN 3996020 

9 mm 〜30 mm 厚の 
石こラボード 



負④部.皂)部を図の 

よラに巧り巧げ、 /壁面 
はさみ金具を 
壁面に仮固定ずる 



@壁掛け金具とはさみ金具を、ねじで 
仮止めずる 

壁掛け金具 



© ® 部-@部を壁端面まで戻し、ねじを 
締めて固定ずる 

♦④ 部- ⑤ 部を、壁掛け金具と壁面に 
挟み込まないよラにしてください。 


AC100 V電源線を直結する場合のみ 

(電気工事±の資格びない方は、絶巧に作業しないでくださし、） 


2 電源コードを取りがし、 AC100 V電源線を接続ずる 


〈ドアホン親機背面〉 



〇カバーを取りかず 0ドライバーの巧などでボタンを 

巧しなび日、電源コードを取り外ず 



@ AC 100 V 電源線を下記のように接続ずる 

1 . 被ふくを12 mm むく 40 mm な上 

(線澤ゆ 1.6 〜必 2.0 単お線） 



12 mm 

2. ドライバーの先などでボタンを巧しなび5、 
契まで確実に差し込む 



電源線はおず横向きに 
引さ出してください。 


/ AC 100 V 電源線\ 
\接続端子断面図/ 


©カバーを取り付ける 


A ま意 


奥まで確実に差し込む 

差し込みび不完全な場合、 
発熱の原因になることび 
あ0まず。 


〇 


3 配線材を接続する 


参配線系統図 （ B 穿表面）に従って正しく接続してください。 

参配線材は、各端子の横にあるボタンをドライノ（一の先などで押しなびら抜を差しして 
<ださい。 



配線材の線種び r より線」の場合 


•端子に直接挿入ずるとを 

被みくを9 mm むを、先端をよった状態で、隣とのショートにま意してボタンを押し 
なびら挿入してください。 

参単お線と結線して使用ずるとき 

結線部を八ンダ付処理してテーピングで絶縁するか、市販の単な線(已〇 mm し U 上）と 
圧着ス U —ブで圧着処理を行って<ださい。 

(結線部をよじっただけでは、接触不良になるおそれびあります） 


X 



八ンダ付処理 



《手順4で、圧着ス I 」ーブを壁掛け金具に 
挟み込まないよラにを意してください。 


4 ドアホン親機を取り付ける 



5 [電源プラグで使用ずる場合のみ] 

電源プラグのキヤツプをがして、コンセント (AC 100 V)に差し込む 




V 


日正し <動作するか確認する 




取り付け-接続後、正しく配線でをているか下記の手順で動作を確認してください。 

〇ドアホンの呼出ボタンを巧し、ドアホン親機で呼出音が鳴り、映像が映ることを®認ずる 

@ドアホン親機の r 通話」ボタンを巧し、ドアホンと通話できることを確認ずる 

• 確認び終わったら、ドアホン親機の r 終了」ボタンを押す 





正しく配線されていない可能性びあ D ます。 

なのことを確認してください。 

• ドアホン側、ドアホン親機側の端子に、それぞれ配線ネオび 
確実に接続されていますか？ 

参正しく接続したのにドアホン親機び鳴5ない場合、壁内 
での配線に異常びある可能性びあ0まず。下記の手順で、 
確認してください。 

①いったんドアホンを外してドアホン親機の近くに 
持っていく 

( D 短い配線ななどを使ってち図のよラに直接つなぐ 

( D 再度、動作を確認する 

-► 正常に動作ずれば、壁内の配線に問題びありまず。 
配線を確認してください。 


ドアホン(背面） 




〇 


[#==5 




ドアホン親機谐面） 


を Mrv 

fl 

□0 

了喊 — 八 


ご〇 

A 接点 「3 

Q 

□〇 

出力■■4 

日 

ご〇 

タト部 「5 

Q 

□0 

入力し6 

日 



ぶ \ 
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